
 

 

 

 

 

第 2回 美原区のバス利用促進について 

考えるワークショップ  
 

日時：日時：平成２３年１２月１１日（日） 

   午後１時３０分～３時３０分 

場所：美原区役所 5 階大会議室 

  

 

議事次第 
 

 

 

1.  開 会 

2.  開催趣旨等 

3.  オリエンテーション 

4.  テーブル議論 

5.  発表 

6.  閉会 

 



1 開催趣旨 

少子・高齢化の進行や環境問題を考えると、「公共交通」の果たす役割は益々重要になっ

てくると考えられます。通勤、通学の手段を確保し、買い物や病院へ行くことができる公共

交通を維持することは、住み続けられる環境を実現するために重要です。 

しかしながら、公共交通を担うバスの利用者は減少しており、今後もバス交通を維持して

いくためには、美原区のみなさんにバスを利用していただく必要があり、実際にバスを利用

するみなさんと一緒になって利用しやすいバス交通を検討することが必要となります。 

本ワークショップは、みなさんの意見・アイディアをいただき、美原区内バス交通の維持・

活性化の検討に活用するために行います。 

2  ワークショップの役割 

ワークショップでいただいた意見や取りまとめた内容は、美原区内バス交通の維持・活性

化の検討に活用していきます。また、ワークショップで作成したバスマップは、美原区のみ

なさんがバス利用時に使っていただけるよう配布する予定です。 

議論の内容は、随時、市ホームページに掲載するなど公開していきます。 

広く市民のみなさんに考えていただくことにも役立てていければと思います。 

3  ワークショップを通じてご意見いただきたい内容と進め方 

ワークショップは全 4回を予定しており、 ｢美原区内バス交通の利用促進｣と「使いやす

いバスマップ作成について」の、大きく 2つの点について議論していただきたいと考えてい

ます。 
 

○美原区内バス交通の利用促進 

みなさんにバス交通をもっと利用してい

ただくために、「どのようなことに取り組ん

でいくことが必要か」について議論をお願い

します。 

○使いやすいバスマップ作成について 

利用促進策の一つとして、利用者への情報

提供は重要であり、その手段としてバスマッ

プは有効です。しかしながら、利用する人が

どんな情報を必要としているか、ということ

に配慮してつくられなければ、「使える」情

報とはなりません。そこで、実際に生活され

ている美原区のみなさんに、バスマップに

「掲載すべき情報」「必要な情報」などにつ

いて重点的に議論をお願いします。 

 

 

全4回を予定 

10月～2月で月に1回開催予定 
 

第1回 （10月29日） 

 ・開催趣旨の確認、参加者紹介 

 ・美原区における交通の現状と利用促進の必要性 

第2回（12月11日） 

 ・バスマップの作成方法と掲載内容等の検討 

第3回（1月28日〔予定〕） 

 ・作成したバスマップの確認・意見交換  

 ・利用促進につながるバスマップの活用方策 

 ・美原区アンケート結果の報告 

第4回（2月〔予定〕） 

 ・美原区で望まれる利用促進策のまとめ 

ワークショップの進め方（全4回）  
10月～2月で月に1回の開催を予定しています 



4 使いやすいバスマップ作成について 

バス交通の利用促進を図るためには、普段バスを利用している方にさらに乗っていただく

ことと、バスを利用していない方に新たに乗っていただくことが必要です。 

そこで、本日のワークショップでは、参加していただいているみなさんにバスマップ作成

を通してバスのことをもっと知ってもらい、さらに利用してもらうことと、バスを利用して

いない方に自分の家の近くにバスが走っていることやバス停があることを知ってもらい、利

用してもらうことを目的に“校区ごと”のバスマップを作成します。 

(1) 進め方 

限られた時間の中でバスマップを作成するためには、焦点を絞り、円滑に議論していた

だく必要があります。そこで、ベースとなる地図、縮尺（スケール）、デザイン的な要素

や全校区共通部分などについては事務局でベース図案を作成します。ワークショップでは、

みなさんに利用者の視点からバスマップに載せる必要な情報についてご意見をお聞きし

ます。 

 

 ベース図案（事務局作成） 

議論を円滑に進めるために、事務局でベース図案を作成 

【マップサイズ】A3両面カラー 

ベース図案を基に皆さんが必要とする情報を検討 
皆さんがバスを利用する際にわからないこと、わかりにくいこ

と、こんな情報が載っていたら便利だと思うことについて意見を

出してください 

第２回ワークショップでの意見を 

反映したバスマップ案を作成（事務局） 

作成したバスマップ案の確認・意見交換 

【第 2 回ワークショップの討議】 

【第 3 回ワークショップの討議】 

 

図 バスマップ作成の進め方 



(2) ベース図案 

バスマップサイズ：Ａ３両面カラー 

       ：校区ごとに作成（ワークショップで議論する部分）    ：全校区共通部分 

【表面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※校区図は自宅から最寄りのバス停の位置が明確となるように校区単位で作成 

 

【裏面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体図は最寄りのバス停に停まる系統と目的地へ行くための系統がわかるように掲載 

校区図 

（各校区で異なる） 

【付加情報】 

例えば、時刻表など 

【掲載施設、目印となる情報】 

バス路線の維持や 

利用促進に係る情報 

（全校区共通） 

全体図 

（全校区共通） 

【付加情報】 

例えば、主要な目的地への行き方など 



5 本日のワークショップの進め方 

校区図に掲載する施設と付加情報を中心に以下の３点をテーマに議論していただきます。 

各校区の進行役は、みなさんの意見を発表しやすいようにテーマごとに分類してまとめてい

きます。みなさんも、発表しやすいように進行役と一緒に意見をまとめていただきますようご

協力お願いします。 

 

①付加情報 

バスを利用する際にすぐにわかる方がよいことやわかりにくいことなどバスマップに

掲載されていると便利な情報 

 みなさんがバスを使って行きたいところはどこですか？ 

 バスを利用する際にどのようなことを調べていますか？ 

 バスを使うことは可能なのに利用しないのはどのような情報が不足しているからで

すか？ 

 

例）路線バスの時刻表、料金表、主要な目的地への行き方や乗換案内、行先によって乗

り場が異なるバス停の詳細情報 など 

 

②掲載する施設 

地域の主要施設や地域のシンボル 

 バスマップにどのような施設が掲載されているとわかりやすいですか？ 

 

例）区役所、病院、学校 など 

 

③目印となる情報 

バスマップを使用する際の「目印」となる情報やバス停の位置がわかるような「目印」

となる情報 

 場所や呼び名など地元の人が愛着を持てる名前はありませんか？ 

 

例）交差点名称、通りの名称、名所 など 



6 次回の予定 

日時：平成２４年１月２８日（土） 午後１時３０分～４時 

場所：美原区役所５階大会議室 

 

 

７ 次回の内容（案）と次回までに考えていただきたいこと 

 

テーマ１： 作成したバスマップの確認・意見交換 

 

テーマ２： バス利用促進のためのバスマップ活用のアイディア出し 

美原区のバス交通を支えていくためには、区民、交通事業者、行政の各主体がそれぞれの

役割を担い、協力して取組んでいくことが必要です。 

 

 

 

 

そこで、区民のみなさんがバスを積極的に利用するために「必要なこと」を議論します。 

今回、みなさんで作成したバスマップを活かして、何ができるのかなど、みなさんにア

イディアを出しあっていただきます。 

 

【次回までに考えてきていただきたいこと】 

 区民のみなさんが積極的にバスを利用するようになるアイディア 

 みんながバスを利用するようになるためのバスマップの活用方法 

例）バスマップを使って、こんなイベントができるのではないか 

  日常の行動や活動でこんなバスマップの使い方ができるのではないか  など 

【区民のみなさん、バス事業者、行政の役割分担のイメージ】 


